
妙中パイル織物株式会社はアパレル用のイミテーショ

ンファーやベルベット、車輌シート用モケットやインテリア

用のモケット生地、お化粧パフや、電子資材用のブラ

シや研磨布などを、糸購入から反物にするまでの製

織、染色、プリント、仕上げ加工、検品までの一貫生

産工場を持ち、他社では作れないオリジナリティのある

パイル織物を開発し販売しています。
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事業者PR

デニムファー

デニムファーはボンディングでない、１枚織の表がデニム、裏がパイルという画期的な

織り物です。2004年頃から開発に取り掛かり、当初、表面をデニム織した生成の

綿糸を使用しパイルを生成の綿またはポリエステル加工糸を使用したものからスター

トしました。　本来、パイル織物のベルベットやファーはヨコ糸にVの字またはWの形状

にヨコ糸に織り込まれていくのですが、毛が生えていない側はパイルの根元のお尻の

部分が出ています。この部分をタテ糸を通常のパイル織よりも増やし、綾織りにするこ

とでパイルのお尻の部分を別のタテ糸で見えないように隠し、普通は表に使う毛が生

えている部分を裏面として表面をデニムや、綾織りにして両面使用できる一枚織の

織物として完成させたものです。開発の2年後には表面を本物のインディゴロープ染

めのムラ糸を山のデニム産地より供給してもらい、現在のデニムファーが完成しまし

た。特許も商標も取得し、現在では国内有名デザイナー等に取り上げられ、海外の

コレクションでも使用されています。
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